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園児らの活躍に歓声
ー内原・志賀保育所で運動会ー

日頃の備えが大切
ー子どもたちに備蓄配布ー

　９月２日（月）、町内の小・中学校および保育所
で、役場職員による備蓄品（ビスコと乾パン）の配
布が行われました。
　この事業は、防災教育として防災の日（９月１
日）に合わせて毎年行われており、町で保管してる
備蓄品と啓発のチラシを子供たちに配ることで、
災害に対する日頃の備えを啓発するものです。

　９月14日（土）に内原保育所（川端雅子所長）、21日（土）に志賀保育所（岩橋かをる所長）の運動会が開
催。元気いっぱいの園児らの姿に、保護者らからの大きな歓声が響き渡っていました。
　観客の声援に応えて、園児らが練習の成果を発揮。また、お父さんやお母さん、お爺さんやお婆さんと一
緒に競技に参加するなど、園児らの保育所での思い出の１つとなりました。
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　９月20日（金）、志賀小学校（栗本憲治校長）におい
て御坊警察署（大野矢雄署長）の協力のもと、不審者
避難訓練が実施されました。
　訓練では、不審者役の警察官が４年生の教室に侵
入。児童らは一斉に体育館に避難し、先生らがさすま
たを使って不審者を取り押さえました。
　また、体育館ではきしゅう君の家への駆け込み訓
練を実施。参加した児童らは、不審者の特徴を細かく
報告していました。

　９月14日（土）、自然観察会「磯の生き物をしら
べよう」（主催：日高町教育委員会）が開催されま
した。
　町内の小学生や保護者ら22名が参加し、子ども
たちはたもを手に磯を探索。ヤドカリやエビなど
の様々な磯の生き物を見つけました。
　また、見つけた生き物について、県立自然博物館
学芸員の山名裕介先生から説明を受け、磯の生き
物について学習しました。

　

９
月
20
日（
金
）、比
井
小
学
校（
古
川
悟
校
長
）の
３
、４
年
生
児

童
９
人
が
、日
高
広
域
消
防
本
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、最
初
に
消
防
署
で
の
仕
事
に
つ
い
て
質
問
し
た
後
、

消
防
本
部
内
を
見
学
。ポ
ン
プ
車
な
ど
消
防
署
の
車
の
説
明
を
受

け
、ま
た
空
気
の
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
た
り
放
水
を
行
う
訓
練
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
体
験
し
た
消
防
士
の
仕
事
に
、児
童
ら
は
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

消
防
の
仕
事
を
見
学

ー
比
井
小
・
広
域
消
防
見
学
ー

田杭の磯を探索
−自然観察会−

さすまたで応戦
−志賀小・不審者避難訓練−
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初参戦のさばコロッケが特別賞
ー第７回全国コロッケフェスティバルー

　９月22日（日）、茨城県龍ヶ崎市で開かれたご当地コロッケ日本一決定戦「第７回全国コロッケフェス
ティバル」にて、日高町観光推進プロジェクト協議会（会長・松本町長）が出店した「さばコロッケ」が、初
参戦で特別賞の龍ヶ崎市長賞を受賞しました。
　さばコロッケは日高町で水揚げされたさばを使用。さばを南蛮漬けにし、ミンチ状にしたものをジャガ
イモに練り込んで作られています。フェスティバルには同協議会の日高町商工会山田理司会長ら７名の
メンバーが参加。南蛮漬けとさばの風味が好評で、長蛇の列ができるほど盛況。用意した1,200個のさば
コロッケが見事完売しました。
　フェスティバルの来場者数は約
５万7,000人で、来場者の投票によ
り順位が決定。龍ヶ崎市長賞を受け
たさばコロッケは、来年秋に開催予
定の全国コロッケフェスティバルグ
ランドチャンピオン大会への出場権
を獲得しました。山田会長は「序盤
から順調な売り上げだった。おいし
かったと再度買いに並んでくれた人
もいて、うれしかった」と話していま
した。

　

９
月
26
日（
木
）、日
高
町
旅
館
民
宿
組
合（
濱
一
己
組
合
長
）が
、西
山
ピ

ク
ニ
ッ
ク
緑
地
の
ク
エ
供
養
碑
前
で
ク
エ
供
養
を
営
み
、関
係
者
ら
９
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、濱
組
合
長
が「
数
多
く
の
恩
恵
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、他
に

ま
ね
の
出
来
な
い
す
ば
ら
し
い『
食
』を
提
供
い
た
だ
い
た
ク
エ
に
心
か
ら

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、日
高
沖
に
生
息
す
る
ク
エ
の
繁
栄
を
念
じ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。松
本
町
長
ら
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、読
経
が
流
れ
る
中
、出

席
者
ら
が
次
々
と
焼
香
し
て
ク
エ
の
冥
福
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
繁
栄
を
願
い

ま
し
た
。

　

日
高
町
で
は
、ク
エ･

フ
ェ
ア
を
皮
切
り
に
、本
格
的
な
ク
エ
料
理
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
直
前
！
感
謝
の「
ク
エ
供
養
」

ー
西
山
で
旅
館
民
宿
組
合
が
営
む
ー
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優勝を目指して
ー内原少年野球クラブが表敬訪問ー

　９月26日（木）、日高町はNPO法人コメリ災害対策センターと「災害時における物資
供給に関する協定」を締結しました。
　この協定は、地震や風水害などにより大規模災害が発生した際、町からの要請でコメ
リ災害対策センターからブルーシートや土のう袋、乾電池などの物資が有償で供給およ
び運搬されるものです。
　松本町長は、「近年、各地で大規模災害が発生し、昨年は日高町でも台風21号により大
きな被害を受けた。連携を密にし、災害時の物資確保に役立てたい」、コメリ災害対策セ
ンター古澤通規常務理事は「昨今全国的に災害が発生し、これまでも協定先からの要請
で物資を供給している。その経験を活かして協力していきたい」と話されました。

　９月３日（火）、ほっかほっか亭カップ第43回近畿少年野球大会に出場する内原少年野球クラブの選
手が松本町長を表敬訪問しました。
　訪れたのは主将の吉田悠悟君、橋本聖良君、笹未羽さん、土塀千聖さん、熊代まなさんの５名。松本町長
が「普段の監督、コーチの教えを思い出して、決勝を目指して頑張ってください」と激励しました。選手ら
は「一戦一戦全力でプレーして楽しみたい」「バッティングでも守備でも活躍できるようにしたい」と意
気込みを語り、主将の吉田君は「優勝を目指して頑張ります」と力強く話していました。

災
害
時
の
物
資
供
給
に
つ
い
て
協
定

ー
日
高
町
と
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
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外
部
評
価
委
員
会
は
、「
令
和
元
年
度
日
高
町
教
育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
報
告
書

（
平
成
30
年
度
分
）及
び
平
成
30
年
度
事
務
事
業
評
価
表
」を
基
に
、教
育
委
員
会
事
務

局
の
報
告
を
受
け
、質
疑
等
を
行
い
協
議
し
た
結
果
に
つ
い
て
、以
下
の
よ
う
に
総
評

す
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、町
内
各
校（
以
下
、「
各
校
」と
い
う
。）に
お
い
て
教
育
目
標
達
成

の
た
め
に
、児
童
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
て
研
究
主
題
を
設
定
し
、学
力
・
体
力
の
向

上
等
、課
題
解
決
に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
個
に
応
じ
た
学
習
及
び
生
活
指
導
の
充
実
を
図

り
、支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、本
年
度
も
学
校

支
援
員
16
名
を
配
置
で
き
た
こ
と
は
、各
校
の
特
別
支
援
教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、

大
き
な
教
育
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、就
学
指
導
に
つ
い
て
は
、乳
幼
児
期
か
ら
の
対
応
が
大
切
で
あ
り
、保
育
所
、

小
・
中
学
校
、健
康
福
祉
関
係
機
関
、教
育
委
員
会
等
の
連
携
を
密
に
し
た
取
組
を
引

き
続
き
進
め
ら
れ
た
い
。

　

学
習
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、財
政
状
況
が
厳
し
い
中
に
も
各
校
の
要
望
を
精

査
し
、整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

内
原
小
学
校
で
は
、学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用
し
、屋
内
運
動
場
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
、吊
り
天
井
の
撤
去
な
ど
防
災
機
能
の
強
化
対
策
を
行
う
と
共
に

第
1
学
童
保
育
所
前
の
用
地
を
賃
貸
借
し
、内
原
小
学
校
駐
車
場
を
整
備
し
教
職
員

や
来
客
者
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
計
画
に
当
た
る
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

つ
い
て
、各
校
の
維
持
保
全
・
整
備
の
方
向
性
を
検
討
及
び
施
設
評
価
を
行
い
、整
備

優
先
度
等
を
勘
案
し
た
計
画
策
定
に
向
け
た
委
託
業
務
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

小
学
校
統
合
に
関
し
て
は
、小
学
校
統
合
に
関
す
る
検
討
懇
談
会
を
4
回
開
催
し
、

比
井
小
学
校
・
志
賀
小
学
校
の
2
校
統
合
が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
が
出
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
を
受
け
、本
年
1
月
に
は
、町
長
よ
り
令
和
3
年
4
月
に
比
井
小
学
校
・
志
賀

小
学
校
統
合
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。今
後
も
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向
等
十

分
に
考
慮
し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、県
下
統
一
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
各
校
に

構
築
し
、教
職
員
の
日
々
の
校
務
処
理
の
負
担
軽
減
及
び
学
籍
等
の
統
一
管
理
な
ど

業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、快
適
な
教
育
環
境
の
中
で
、各
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、未
来
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の

生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、地
域
社
会
の
支
援
の
も
と
、家
庭
・
学
校
・
教
育
委
員
会

の
連
携
を
密
に
し
た
協
働
実
践
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　

社
会
教
育
で
は
、生
涯
学
習
振
興
の
観
点
か
ら
、日
高
町
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、近
年
少
子
化
・
核
家
族
化
が
進
み
、住
民
意
識
の
多
様
化
等
、社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
、組
織
力
の
弱
さ
に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、教
育
委
員
会
と
し
て
地
域
の
実
態
把
握
に
努
め
、現
在

活
動
し
て
い
る
地
域
団
体
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
は
勿
論
、住
民
意
識
の
変
容
を
図

り
、新
た
な
団
体
の
組
織
作
り
や
自
主
活
動
の
発
展
を
促
す
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
い
て
は
、

平
成
27
年
10
月
に
志
賀
小
学
校
敷
地
内
に
2
箇
所
目
の
学
童
保
育
所
を
開
設
、平
成

29
年
4
月
か
ら
内
原
小
学
校
北
側
隣
地
に
第
1
学
童
保
育
所
を
移
設
し
て
い
る
。子

ど
も
達
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
は
一
定
の
評
価

が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、対
象
児
童
を
2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
と
し
、開
催
日
数
を
増
や
す
な
ど
児
童

の
学
習
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
、利
用
者
も
益
々
増
え
て
く
る
と
予

想
さ
れ
る
の
で
、指
導
員
の
確
保
や
事
業
の
拡
大
も
含
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
よ
り
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
を
実
施
、8
月
か
ら
3
月
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
を
対
象
に
、切
り
絵
や

英
会
話
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
と
児
童
が
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
よ
り
多
く
の
児
童
に
参
加
を
呼
び
か
け
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
で
、児
童
の

豊
か
な
人
間
性
を
養
い
育
て
、地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
生
涯
学
習
班
主
管
事
業
及
び
公
民
館
実
施
事
業
の
内

容
、成
果
や
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。教
育
委
員
会
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
、社
会
教
育
諮
問
機
関
や
関
係
団
体
と
の
協
議
を
深
め
、家
庭
や
地
域
の

教
育
力
の
向
上
、積
極
的
な
地
域
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
働
き
か
け
や
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
あ
る
事
業
展
開
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
多
く
の
町
民
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ

の
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

総
評
の
ま
と
め
と
し
て
、教
育
委
員
会
が
日
高
町
の
教
育
を
振
興
し
、充
実
・
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
事
業
展
開
に
努
め
て
い
る
こ

と
は
評
価
で
き
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、学
校
教
育
の
推
進
を
管
轄
し
、教
育
委
員
会
所
管
事
業
や
事
務
内

容
の
多
様
化
に
対
応
し
た
事
務
執
行
に
努
め
て
い
る
。教
育
委
員
会
主
管
事
業
を
実

施
、振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
、学
校
及
び
教
育
委
員
会
の
職
員
体
制
づ
く
り
が
、最
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。学
校
教
育
、教
育
委
員
会
行
政
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、県
及
び
町
当
局
と
人
員
配
置
や
事
業
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、日
高
町
の
教

育
活
動
が
活
発
に
展
開
し
、推
進
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】教
育
委
員
会　

教
育
課（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）

教
育
委
員
会

外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果（
平
成
30
年
度
分
）の
公
表
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原
谷
・
尾
﨑　

滿
さ
ん（
94
）

萩
原
・

田
コ
イ
ト
さ
ん（
96
）

原
谷
・
橋
谷
甲
子
枝
さ
ん（
94
）

原
谷
・
金
﨑
コ
フ
ミ
さ
ん（
90
）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

　
90
歳
以
上
の
方
を

�
ご
紹
介
し
ま
す

�

（
順
不
同
）

　

写
真
は
、
令
和
元
年
９
月
９
日（
月
）に
松
本
町
長
が
90
歳
以

上
の
方
を
お
祝
い
の
た
め
訪
問
し
た
際
に
、
撮
影
許
可
と
広
報

誌
へ
の
掲
載
許
可
を
頂
い
た
方
だ
け
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

萩
原
・
仲　

美
知
さ
ん（
90
）

萩
原
・
楠
山
匡
子
さ
ん（
90
）

萩
原
・
有
田
暢
子
さ
ん（
90
）

萩
原
・
玉
置
久
次
さ
ん（
94
）

萩
原
・
﨑
山
利
算
さ
ん（
91
）

萩
原
・
花
道
柳
太
郎
さ
ん（
94
）

萩
原
・
尾
﨑
謙
治
さ
ん（
92
）

荊
木
・
林　

弘
治
さ
ん（
91
）

萩
原
・
野
田
キ
ヨ
ヱ
さ
ん（
94
）

萩
原
・
有
田　

滋
さ
ん（
95
）

萩
原
・
青
山
康
子
さ
ん（
90
）

《
ご
自
宅
に
て
撮
影
》
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荊
木
・
池
ノ
上
弘
子
さ
ん（
92
）

荊
木
・
中
筋
ク
マ
ヱ
さ
ん（
92
）

荊
木
・
楠　

忠
さ
ん（
94
）

池
田
・
瀧
本
昭
子
さ
ん（
91
）

高
家
・
井
元
清
子
さ
ん（
93
）

高
家
・
野
田
幸
子
さ
ん（
90
）

小
池
・
山
本
和
子
さ
ん（
91
）

高
家
・
湯
川
三
千
代
さ
ん（
91
）

谷
口
・
力
津
ト
シ
ヱ
さ
ん（
90
）

高
家
・
津
井
田
正
一
さ
ん（
92
）

高
家
・
酒
井　

精
さ
ん（
90
）

荊
木
・
上
道
幸
子
さ
ん（
90
）

中
志
賀
・
深
海　

豐
さ
ん（
93
）

中
志
賀
・
東
口
ハ
ズ
ヨ
さ
ん（
93
）

下
志
賀
・
假
谷
正
子
さ
ん（
93
）

高
家
・
西
垣
千
鶴
さ
ん（
93
）

高
家
・
玉
置
ち
ゑ
子
さ
ん（
98
）

荊
木
・
酒
本
好
一
さ
ん（
90
）

荊
木
・
酒
本
昭
子
さ
ん（
92
）

池
田
・
瀧
本
秀
子
さ
ん（
90
）
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上
志
賀
・
村
上
慶
子
さ
ん（
90
）

中
志
賀
・
津
川　

勇
さ
ん（
90
）

中
志
賀
・
玉
置　

肇
さ
ん（
90
）

小
浦
・
城
山
滿
江
さ
ん（
97
）

小
浦
・
磯
嵜
慶
男
さ
ん（
93
）

比
井
・
三
倉
晴
代
さ
ん（
90
）

小
坂
・
鈴
木
典
子
さ
ん（
90
）

比
井
・
西
下　

亨
さ
ん（
91
）

比
井
・
向
井
喜
代
次
さ
ん（
92
）

比
井
・
中
本
敦
子
さ
ん（
90
）

比
井
・
山
本
靜
代
さ
ん（
91
）

上
志
賀
・
北
山
フ
ミ
ヱ
さ
ん（
96
）

小
坂
・
尾
﨑　

肇
さ
ん（
92
）

小
坂
・
山
田
君
代
さ
ん（
93
）

小
坂
・
尾
崎
若
雄
さ
ん（
93
）

比
井
・
硲　

政
次
郎
さ
ん（
90
）

比
井
・
中
本
滿
夫
さ
ん（
90
）

方
杭
・
堀　

尚
さ
ん（
90
）

柏
・
佐
藤
信
子
さ
ん（
90
）

小
浦
・
中
筋
カ
ツ
ノ
さ
ん（
99
）
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産
湯
・
下
野
四
良
さ
ん（
96
）

阿
尾
・
清
水
政
江
さ
ん（
91
）

阿
尾
・
木
村
力
之
助
さ
ん（
92
）

阿
尾
・
土
佐
ヌ
イ
さ
ん（
93
）

田
杭
・
大
原
廣
子
さ
ん（
90
）

阿
尾
・
芝　

清
江
さ
ん（
93
）

阿
尾
・
金
谷
成
子
さ
ん（
100
）

田
杭
・
小
出
み
や
子
さ
ん（
92
）

田
杭
・
生
戸
和
子
さ
ん（
90
）

阿
尾
・
下
村
正
雄
さ
ん（
94
）

阿
尾
・
堀
本
秀
子
さ
ん（
92
）

産
湯
・
橋
本　

米
さ
ん（
91
）

小
坂
・
山
田
マ
サ
ヱ
さ
ん（
92
）

阿
尾
・
田
村
チ
カ
ヱ
さ
ん（
93
）
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〔
左
か
ら
順
番
に
〕

神
田
フ
ミ
ヱ
さ
ん

（
92
）

佐
藤
愛
子
さ
ん（

92
）

〔
左
か
ら
順
番
に
〕

木
下
智
惠
子
さ
ん（
96
）　

中
村
喜
代
子
さ
ん（
95
）

圦
本
勇
男
さ
ん（
95
）

〔
左
か
ら
順
番
に
〕

御
影
喜
代
子
さ
ん（
99
）　

木
下
イ
ソ
さ
ん（
102
）

清
水
ミ
ツ
ヱ
さ
ん（
99
）　

橋
本
誠
次
さ
ん（
96
）

〔
上
段

左
か
ら
順
番
に
〕

野
上
美
佐
子
さ
ん

（
91
）

若
田
博
子
さ
ん（

94
）

〔
下
段

左
か
ら
順
番
に
〕

坂
本
長
治
さ
ん（

92
）

平
山

一
さ
ん（

90
）

《ひだか博愛園みちしおにて撮影》
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《
ふ
じ
の
里
に
て
撮
影
》

期　　　間　11月18日（月）～ 24日（日）
時　　　間　午前8時30分～午後7時　　※土日は午前10時～午後5時
電 話 番 号　�☎0570・070・810
　　　　　　※PHSおよび一部IP電話からはご利用できない場合があります
相 談 内 容　�夫・パートナーからの暴力やストーカー、セクハラなどの女性をめ

ぐる人権の何でも相談。
　　　　　　�相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員または人権擁護委員

が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ　和歌山地方法務局・和歌山人権擁護委員連合会（☎073・422・5131）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間を実施します！

〔
左
か
ら
順
番
に
〕

村
田
登
美
子
さ
ん（
92
）

森
本
ヨ
ネ
子
さ
ん（
91
）

山
本
イ
ト
さ
ん（
93
）

〔
左
か
ら
順
番
に
〕

出
口
綾
子
さ
ん（
94
）

三
尾
サ
ツ
キ
さ
ん（
92
）

山
嵜
秀
子
さ
ん（
93
）

〔
左
か
ら
順
番
に
〕

西
峯
孝
子
さ
ん（
95
）

木
村
光
子
さ
ん（
91
）

寒
川　

秀
さ
ん（
92
）

米
本
信
篤
さ
ん（
93
）
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○受付期間

町立保育所園児を次のとおり募集します。

令和２年度より、保育所の運営管理が指定管理者に

募集対象者

小学校就学前までのお子さま

　指定されたのは、(株)共立メンテナンスで、日高町では、保育所通園バ
スの運行管理や、クエっこランドを運営している事業者です。
　保育内容等は、現行を引き継ぎ、改善できるところは改善し、より向上
させていきます。

入所手続
　入所申込書は、住民福祉課または内原・志賀・比井の各保育所に用意しています。
　必要事項をご記入のうえ、上記の受付期間内に必要書類をすべてそろえてから提出してください。
　また、現在通園されている園児のみなさまでも、保育所を変更したい場合は、この申込みが必要です。
　広域入所（町外保育所）を希望されるみなさまも、この期間に入所の申込みをお願いします。
　なお、現在通園されており、引き続き同じ保育所へ通園される場合は、今回の申込みは必要あり
ません。１月以降に『支給認定現況届』を提出していただく予定にしています。この現況届で、保育を
必要とする事由や状況に引き続き該当していることを確認し、新年度の入所を決定します。
（注）入所募集は、11月25日（月）で締め切りますが、定員に余裕がある場合は、12月以降も入所の

受付を行います。

入所決定
　入所申込書の書類審査等により、家庭の状況を総合的に判断し、保育を必要とする程度の高い方
から優先的に決定します。
　なお、電話などによる事前の照会はご遠慮ください。

●０歳〔令和2年４月１日現在で、生後６か月を経過している乳児〕から

お問い合わせ／住民福祉課（☎63・3800）

令和2年度 保育所園児募集！令和2年度 保育所園児募集！

○受付場所  住民福祉課  窓口

★11月11日（月）～11月25日（月）　９時～17時まで
※土日祝日は除きます
※11月15日（金）、22日（金）、25日（月）は９時～20時まで

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、バス・タク
シー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、１冊目は年間１万２０００円分を助成券で交付します。
　②２冊目以降は同様のものを、１万円で販売します。
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　2020年３月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和20年4月1日以前に生まれた方）

ご利用方法
　①利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」を乗
　　務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 愛あいケアタクシー ☎20・1090
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739・
　72・2133港タクシー ☎65・3100

介護タクシーふくしん ☎20・5272

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。



　

広報ひだか 2019.11月号15

難
聴
児
の
補
聴
器

�
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
18
歳
未
満
の
中･

軽
度
の
難

聴
児（
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
dB以

上
70
dB未
満
）を
対
象
に
、言
語
の
習

得
、教
育
等
に
お
け
る
健
全
な
発
達
を

支
援
す
る
た
め
、補
聴
器
の
購
入
に
要

　

日
高
町
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ

る
方
な
ど
が
事
前
に
登
録
す
る
こ
と

に
よ
り
、住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

抄
本
な
ど
の
証
明
書

を
、本
人
な
ど
の
代

理
人
や
第
三
者
に
交

付
し
た
場
合
に
、そ

の
交
付
の
事
実
を
通

知
す
る
制
度
で
す
。

●
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

本
町
に
住
民
登
録
や
本
籍
が
あ
る

方
、も
し
く
は
過
去
に
あ
っ
た
方
が
、

住
民
福
祉
課
へ「
日
高
町
本
人
通
知

制
度
事
前
登
録
申
請
書
」を
提
出
す

る
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。

す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
額
は
原
則
、

基
準
額
の
３
分
の
２

で
す（
非
課
税
世
帯
は
全
額
）。

　

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書
や
見
積

書
等
が
必
要
で
す
。購
入
を
検
討
さ

れ
る
方
は
、事
前
に
住
民
福
祉
課（
☎︎

６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

●
申
請
に
必
要
な
物

　

本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
書
類

と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※�
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、代
理
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

●
登
録
の
期
間

　

こ
れ
ま
で
は
、申
請
を
受
け
付
け
た

日
の
翌
日
か
ら
３
年
間
が
登
録
期
間

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

●
本
人
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

　

住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

※�

一
部
、制
度
の
対
象
外
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
通
知
内
容

　

交
付
年
月
日
、証
明
書
の
名
称
、交

付
請
求
者
の
種
別
等

●
開
示
請
求
に
つ
い
て

　

第
三
者
へ
の
住
民
票
の
写
し
等
を

交
付
し
た
内
容
に
つ
い
て
、日
高
町
個

人
情
報
保
護
条
例
の
範
囲
内
で
、本
人

が
開
示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
が
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。更
新
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、お
確
か
め
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、10
月
中
旬
に
役
場

か
ら
更
新
の
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

人
権
講
演
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

11
月
19
日（
火
）、午
後
１
時
30
分

か
ら
、中
央
公
民
館
で
日
高
町
人
権

尊
重
推
進
委
員
会
主
催
で
、人
権
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

講
師
は
、命
・
人
権
・
子
ど
も
・

高
齢
者
・
戦
争
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
で
１
、０
０
０
回
以
上
講
演
さ

れ
て
い
る“
い
の
ち
の
講
演
家
”岩
崎

順
子
さ
ん
で
す
。

　

今
回
は
、「
大
切
な
人
だ
か
ら
こ
そ

言
え
な
い
言
葉
っ
て
あ
り
ま
す
よ

ね
」を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。

　

入
場
は
無

料
で
す
。
心

が
、
ほ
っ
こ

り
す
る
お
話

を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

町
内
の
身
体
障
が
い
者
の
み
な
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、健
康
増
進
と
親
睦

を
深
め
る
目
的
で
、福
祉
遠
足
を
開
催
し

ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、多
数
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

●
と　

き　

令
和
元
年
11
月
12
日（
火
）

�

10
時
30
分
〜
14
時
30
分（
予
定
）

●
と
こ
ろ　

温
泉
館「
海
の
里
」

�

み
ち
し
お
の
湯（
方
杭
）

●
対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
を

�

お
持
ち
の
方

　

※
弁
当
は
主
催
者
が
ご
用
意
し
ま
す

　

お
申
込
み
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協
議

会（
☎︎
６
３･

２
７
５
１
）ま
で
。

日
高
町

身
体
障
が
い
者
福
祉
遠
足
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●
町
税
の
納
付
忘
れ
は

�

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
、県
お
よ
び
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
で
は
、11･

12
月
を
合
同
の

「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、税

収
確
保
お
よ
び
納
期
内
に
納
税
い
た

だ
い
た
方
と
の
公
平
を
確
保
す
る
た

め
、滞
納
者
の
財
産
の
差
押
え
を
集

中
的
に
実
施
す
る
な
ど
、合
同
で
滞

納
整
理
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

至
急
、金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ

と
な
く
、納
税
方
法
に
つ
い
て
税
務
課

ま
で
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
納
税
お
よ
び

�

相
談
窓
口
の
開
設
】

　

下
記
の
と
お
り
、夜
間
の
納
税
お

よ
び
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
町
税
は
納
付
期
限
内
に

�

納
付
し
ま
し
ょ
う

日　

時
…
令
和
元
年
11
月
14
日（
木
）

15
日（
金
）

12
月
19
日（
木
）

20
日（
金
）

�

そ
れ
ぞ
れ
、午
後
８
時
ま
で

場　

所
…
役
場
別
館
１
階　

税
務
課

　

町
税
は
自
主
的
に
納
期
限
内
に
納

付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
町
税
を
納
付
し
な

い
場
合
は
、督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま

す
。督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に
、こ
の
町
税

に
か
か
る
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場

合
に
は
、滞
納
処
分（
差
押
え
）を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

徴
収
金
と
は
、本
税
に
延
滞
金
、督
促
手
数

料
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す

11
月
・
12
月
は「
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」！

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、
年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

①平成31年4月1日以前から年金を受給している方
　�対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が順次届きます。同封の
はがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
②�平成31年4月2日以降に年金を受給しはじめた方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。
※�日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求
めることはありません。不審な電話等にはご注意ください。

《お問い合わせ》
『給付金専用ダイヤル』：0570-05-4092（ナビダイヤル） 年金給付金 検索

■対象となる方

■請求手続き

【老齢基礎年金を受給している方】
支給条件
・65歳以上である
・世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

【障害基礎年金・遺族基礎年金を
� 受給している方】
支給条件
・前年の所得額が約462万円以下である

年金受給者の生活を支援します
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お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 
務 
課

お
知
ら
せ

　

こ
の
機
会
に
、税
金
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
の
開
催

　

と
き　

11
月
13
日（
水
）

�

10
時
〜
16
時

　

場
所　

オ
ー
ク
ワ
ロ
マ
ン
シ
テ
ィ

�

１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
前

11
月
11
日
〜
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

■
応
募
用
紙
設
置
場
所

　

御
坊
納
税
協
会
、御
坊
税
務
署
、御
坊

市
役
所
・
日
高
郡
内
町
役
場
税
務
課

■
応
募
対
象
者

　

御
坊
市
内
ま
た
は
日
高
郡
内
に
在

住
・
在
学
の
方

■
応
募
期
間

　

11
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

■
応
募
方
法

　

応
募
ハ
ガ
キ
を
御
坊
納
税
協
会
へ

郵
送
す
る
か
、御
坊
税
務
署
、御
坊
市

役
所
・
日
高
郡
内
町
役
場
税
務
課
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先

　

〒
６
４
４-

０
０
０
２

　

御
坊
市
薗
４
１
９
番
地
９ 

　

御
坊
納
税
協
会

バ
イ
ク
を

　
　
お
持
ち
の
場
合

　

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
で
、お
持

ち
の
バ
イ
ク
を
転
出
先
で
も
使
用
さ

れ
る
場
合
や
、お
持
ち
の
バ
イ
ク
を

町
内
の
方
が
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
税
務
課
で
手

続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
※
）

に
車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を

軽
自
動
車
検
査
協
会
で
必
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、既
に
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
な
く
て
も
廃
車
手
続
き

を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、お
心
当
た
り
の
方
は

税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�（
１
２
５
CC
以
下
の
バ
イ
ク
は
税
務

課
で
、１
２
５
CC
超
の
バ
イ
ク
は
和

歌
山
運
輸
支
局
で
の
手
続
き
に
な

り
ま
す
）

軽
自
動
車
を

　
　
お
持
ち
の
場
合

　

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
で
、お
持
ち

の
軽
自
動
車
を
転
出
先
で
も
使
用
さ

れ
る
場
合
は
、住
所
変
更
後
15
日
以
内

ー 税務署からのお知らせ ー
☆年末調整説明会を開催します☆

平成31年分の年末調整説明会を下記のとおり開催します。

日　　時 会　　場
令和元年11月15日（金）
� 13:15〜15:00 御 坊 市 民 文 化 会 館

令和元年11月21日（木）
� 13:15〜15:00 JAア グ リ セ ン タ ー み な べ

e-Taxとダイレクト納付のご利用で
� 源泉所得税の納付がもっと便利に！
源泉所得税の納付手続等については、e-Taxを利用することで、所
得税徴収高計算書の提出から納付までを税務署や金融機関へ出向
くことなく、自宅やオフィスで簡単に行うことができます。なお、
源泉所得税の手続のみを利用する場合は、電子証明書を取得・登
録する必要はありません。また、納付すべき税額がない場合（納付
税額０円）の徴収高計算書データについても送信することができ
ます。

※両日とも消費税軽減税率制度説明会を15:10〜16:00に開催

【お問い合わせ先】　御坊税務署　（☎22・0695）

税
金
ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と

抽
選
で
賞
品
が
当
た
る
！

〜
転
出
さ
れ
る
方
へ
〜

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き
を

お

忘

れ

な

く
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

11
月
５
日（
火
）に
地
震
・
津
波
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。地
震
・

津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
、シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
、高
台
へ
の
避
難
訓

練
な
ど
を
各
地
区
、各
種
団
体
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。地
区
長
な

ど
に
確
認
の
う
え
、こ
の
機
会
に
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、サ
イ
レ
ン
や
避
難
を
促
す

放
送
が
、防
災
行
政
無
線
よ
り
流
れ

ま
す
が
、訓
練
放
送
で
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

11
月
５
日（
火
）

●
午
前
９
時
50
分

　

訓
練
開
始
前
の
事
前
放
送

●
午
前
10
時
頃

　

緊
急
地
震
速
報（
訓
練
報
）

●
午
前
10
時
３
分
〜

　

大
津
波
警
報（
訓
練
報
）

11
月
５
日（
火
）

地
震
・
津
波
避
難
訓
練

　日高町では、地震発生時におけるブロック塀等の倒壊による被害の防止及び避難路の確保を目的と
して、ブロック塀等の撤去及び改善に対する補助事業を行っています。

補助の概要
塀の種類
　避難するための道路に面したコンクリート
ブロック造り、レンガ造り、石造り等の塀
（道路面から高さ0.6m以上で延長2m以上のもの）

補 助 額
①ブロック塀等の撤去【限度額10万円】
撤去に要する費用と面積1㎡あたり８,000
円を比較していずれか少ない金額の2/3
②ブロック塀等の改善【限度額10万円】
ブロック塀を撤去し、引き続き、フェンスや
生垣等の設置に要する費用と延長1ｍあた
り16,000円を比較していずれか少ない金
額の2/3

①＋②【最大20万円】

対 象 者
　ブロック塀等の所有者で、町税等を滞納し
ていない方　等

申請期間
　2020年２月28日までに工事が完了すること

お問い合わせ /総務政策課（☎63・2051）

ブロック塀等撤去・改善事業について

【補助対象となる例】
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み
な
さ
ん
で
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

①
日

　
　
時　
11
月
12
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

  

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
　
　
所　

田
杭
集
会
所

�

（
阿
尾
１
６
３
０
番
地
）

①
日

　
　
時　
11
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

  

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
　
　
所　

小
浦
地
区
公
民
館

�

（
小
浦
１
７
４
番
地
）

参 

加 

費　

１
０
０
円

メ
ニ
ュ
ー　

○
コ
ー
ヒ
ー

　
　
　
　

 　

○
紅
茶

　
　
　
　

 　

○
日
本
茶

　
　
　
　
　

�「
サ
ン
フ
ル
ひ
だ
か
」の
パ
ン
の

販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
！

対
　
　
象　

日
高
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
６
３
・
３
８
０
１
）

「
地
域
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す
！

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

特
別
養
護

　

老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　

に
つ
い
て

　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
で

き
る
の
は
、要
介
護
３
以
上
の
要

介
護
認
定
の
あ
る
方
で
す
。

　

ご
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
が
入
所
申
込
み
を
さ
れ
る

場
合
、原
則
と
し
て
要
介
護
認
定
が

『
要
介
護
３
以
上
』と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
後
に
心
身
の
状
態
が
安
定
さ
れ

『
要
介
護
２
以
下
』の
要
介
護
認
定
の

結
果
が
出
た
場
合
は
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
退
所
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

（
※
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
か
ら

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ご
相
談

な
ど
で
、よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

Ｑ
１

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、『
ど
ん

な
と
こ
ろ
』で
す
か
？

Ａ
１

　

重
度
の
要
介
護
状
態
で
あ
る
高
齢

者
の
方
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
施
設
で
、主
に
社
会
福
祉

法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２

　
『
要
介
護
１
や
２
』で
入
所
申
込
み

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
２

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
さ

れ
る
方
は
、要
介
護
１
や
２
で
も
入

所
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

①�

認
知
症
で
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
症
状
が
頻
繁
に
見
ら

れ
る
場
合
。

②�

知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
を
患

い
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
症

状
が
頻
繁
に
あ
る
場
合
。

③�

深
刻
な
虐
待
が
あ
り
、心
身
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
困
難
な
状
態

で
あ
る
こ
と
。

④�

単
身
世
帯
等
で
あ
っ
て
家
族
の
支

援
が
期
待
で
き
ず
地
域
で
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
の
供
給
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
。

Ｑ
３

　

特
別
養
護
老
人
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介
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以
下
』で
入
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で
き
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と
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な
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で
す
か
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ケ
ア
ハ
ウ
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、有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
専
用
住
宅
、認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３
・

３
８
０
１
）や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　「和歌山県花を愛する県民の集い」では、以下のとおりハンギングバスケット教室を開催
します。
■日　　時　令和元年11月27日（水）　13:00 ～ 15:00
■場　　所　日高振興局健康福祉部　御坊保健所1階
　　　　　　（御坊市湯川町財部589-2）
■定　　員　50名（申込多数の場合は抽選。初めて参加される方優先）
■参 加 費　2,500円
■対　　象　県内に在住若しくは通勤・就学されている方
■申込期間　11月7日（木）9：30～ 11月13日（水）17：00（必着）
■お問い合わせ
　　県庁県民生活課　☎073・441・2598
　　ホームページ　 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/news/hanaai.html
　
　上記以外にも、県内各地で開催します。開催場所によって申込期間等が異なりますので、
ご注意ください。

〜語り部と一緒に歩いて
地元の歴史や文化について学んでみませんか？〜

　【開催日】令和元年11月30日（土）　※雨天中止
　【集合・解散】JR湯浅駅　　　８時40分集合
　　　　　　　JR紀伊内原駅　16時50分頃解散
　【距　　離】約17km
　【参 加 費】500円（当日徴収）、昼食持参
　【応募方法】日高振興局企画産業課（御坊市湯川町財部651）へ
　　　　　　持参またはFAX（0738・24・3312）
　【定　　員】20名（先着順）
　【募集期間】11月15日（金）まで
　【お問い合わせ先】日高振興局企画産業課☎︎24・2911

申込用紙
日高広域観光振興協議会　事務局　行き

（FAX　0738-24-3312）

氏名（ふりがな） 年齢 電話番号 住所 コース 備考
〒 熊野古道紀伊路

ウォーキング
代表者

〒 お連れ様用

ハンギングバスケット教室に参加しませんか？

熊野古道紀伊路を歩こう!
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　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申し込みは下記連
絡先までお願いします。

〒649-1212　日高町大字小中1308番地
　　　　　　  （ふれあいセンター内）
月曜〜金曜　9：00〜16：00（祝日除く）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

町営駐車場【内原駅前南】
一時利用スペース拡大

1日最大660円

　一時利用をご利用の方は駐車スペース65・69・75・
76・77に駐車してください。
　ご利用の際は管理人（紀伊内原駅内）までお申し込み
ください。なお、安全上、電車の発車時刻に余裕を持っ
てお越しください。
　詳しくは、総務政策課（☎63・2051）まで。

利用料金（税込）
駐車時間 料金 備考

1時間につき 110円
1時間に満たない
端数時間は、
1時間とする。

6時間を
超えるとき 660円 1日につき、660円を限度とする。

（管理人）
紀伊内原駅構内
営業運営委員会

北駐車場

JR紀伊内原駅

南駐車場

4,400円/月

駐輪場

単車　1,100円/月
自転車　550円/月

4,400円/月

〒

Aコープひだか

ローソン

至白浜→
至
産
湯
↓

←至和歌山

喫茶
いちりん

㈱
大新東

駐車場（国道沿）
3,300円/月

65 69 77

76

75

物置場

自動車進入路

自
転
車
・
単
車
駐
輪
場

月
極
専
用

月
極
専
用

月
極
専
用

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
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令和元年 11月 3日（日）
午後 1時 30分～
日高町中央公民館　2階 大会議室
『諦めない心、挑戦する心』
講　師：元 水泳オリンピック選手　千葉 すず氏

文 化 講 演 会
令和元年 11月 3日（日）
午後 1時 30分～

文 化 講 演 会 入場
無料

送迎バス配車表（帰りは、往路の逆順でお送りします）

お問い合わせ先：日高町中央公民館☎63・3811

田杭バス停─阿尾バス停─産湯バス停─比井バス停─旧津久野バス停─小浦防火水槽前─小坂バス停─ 

志賀小学校前─下志賀バス停─小池（マンション吉付近防火水槽前）─日高中学校バス停─日高町中央公民館
１２：１０

１２：４０

（役場バス）

１２：１５ １２：２０ １２：２５ １２：２８ １２：３0 １２：３5

１３：００１２：４5 １２：５０ １２：５５

と　き

一般住民のみなさま対　象

ところ

講　演

※講演中、お子さんの一時預かりを行います。満３歳から就学前対象。事前申し込み必要（講
演会の２日前まで）。なお、受入れ人数に限りがありますのでお断りする場合があります。

※手話通訳も行います。

主催　日高町中央公民館
後援　日高町・日高町教育委員会・日高町文化協会・日高町各種学級

スポーツ吹矢大会

【日　時】11月24日（日）　午前９時30分から
【場　所】日高町中央公民館　２階大会議室
【主　催】日高町教育委員会
【対　象】日高町にお住まいの方
【定　員】50名程度
【服　装】運動ができる服装
【指導者】日本スポーツ吹矢協会 紀の国ごぼう宮子姫支部

●申込み締 切　11月18日（月）
●お問い合わせ　日高町教育委員会　☎︎６３・３８１２

◎性別、年齢問わず「だれでも」楽しめる

◎ゲーム感覚で「楽しみながら」できる

　　◎いつでも、どこでも「手軽に」できる

　　◎スポーツ吹矢呼吸法で「健康効果」

スポーツ吹矢って

どんなの？？
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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります。

など、合計１９冊！ など、合計１０冊！

●ジョン・マン ７ 邂逅編 （山本　一力）
●てんげんつう （畠中　恵）
☆夏の騎士 （百田　尚樹）
●スワロウテイルの消失点 （川瀬　七緒）
●明日死んだ男 （赤川　次郎）
●ひと喰い介護 （安田　依央）
●営繕かるかや怪異譚　その２

（小野　不由美）
●氷獄 （海堂　尊）
●烈風ただなか （あさの　あつこ）
●戦国の教科書 （天野　純希　他）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書 児童書

新着図書のご紹介

☆「お手伝いしましょうか？」
　　うれしかった、そのひとこと
� （高橋　うらら）

　目の不自由な人、車いすの人、赤ちゃんを連れ
た人・・・。さまざまな人たちに対するお手伝い
の仕方を、ストーリーとともに、イラストや写真
を交えてわかりやすく解説。まめ知識や手助けを
望む人からのメッセージも紹介する。

《一般書》 《児童書》

☆夏の騎士
� （百田　尚樹）

　あれから31年。ぼくが今もどうにか人生の荒
波を渡っていけるのは、あの頃手に入れた勇気の
おかげかもしれない−。昭和最後の夏に経験し
た、謎をめぐる冒険、友情、そして恋を描いた、百
田版「スタンド・バイ・ミー」。

●エベレスト −命・祈り・挑戦−
（サングマ・フランシス）

●親子で楽しむ和算の図鑑 （谷津　綱一）
☆「お手伝いしましょうか？」
　うれしかった、そのひとこと （高橋　うらら）
●うちに帰りたくないときによむ本

（川﨑　二三彦）
●読む喜びをすべての人に
　−日本点字図書館を創った本間一夫−

（金治　直美）
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保健だより ～ 検診をきっかけに生活習慣を見直しましょう ～～ 検診をきっかけに生活習慣を見直しましょう ～

がん検診あなたを守る新習慣がん検診あなたを守る新習慣がん検診あなたを守る新習慣
2019年度がん制圧スローガン2019年度がん制圧スローガン2019年度がん制圧スローガン

がんは死亡原因の第１位

☆あなたのライフスタイルをチェック！そして今日からチェンジ!!

１．たばこは吸わない
２．他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３．お酒はほどほどに
４．バランスのとれた食生活を
５．塩辛い食品は控えめに
６．野菜や果物は不足にならないように
７．適度に運動
８．適切な体重維持
９．ウイルスや細菌の感染予防と治療
１０．定期的ながん検診を
１１．身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
１２．正しいがん情報でがんを知ることから
☆詳しい説明はがん研究振興財団のホームページ（http://www.fpcr.or.jp/）を参照して下さい。

　がん検診は、一般に「健康な人」にが
んがあるかどうかを調べる検査です。
がんの早期発見に大切なのは、何も症
状のないうちに検査を受けることで
す。がん検診を受けた結果「異常なし」
の場合は、来年も受けましょう。「要精
密検査」の場合は、医療機関で必ず精
密検査を受けましょう。身体の異常
（やせる、顔色が悪い、貧血がある、血
便、血性のおりものなど）に気がつい
たら、早めに受診、治療しましょう。

がんを防ぐための新12ヵ条

がん

心疾患

その他

脳血管
疾患

肺炎・気管支炎不慮の事故

日高町死因別死亡者数（人）

出典：平成29年和歌山県人口動態統計
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

　今年度、最終の集団健診を、12月11日（水）（午前８時30分～）健診センター・キタデ
で実施します。受診がお済みでない方は、健康推進課（☎63・3801）までお申し込みく
ださい。

☆検診の種類（自己負担額）
　・特定健診〈40～ 74歳までの国民健康保険加入者〉（無料）
　・胃がん（500円）　　・肺がん〈レントゲン〉（無料）〈喀痰〉（500円）
　・乳がん（500円）　　・大腸がん（300円）　　・肝炎ウイルス検査（無料）
　＊年度末年齢70歳以上の方は自己負担が無料です。
　＊胃がんは50歳以上、肺がん、乳がん、大腸がんは40歳以上の方が受診対象者です。
　＊肝炎ウイルス検査は今まで受けたことがない方が対象です。

　日高町では、年齢を決め、無料クーポン券の発行をしています。対象は、子宮がんは21歳から5歳刻み
で41歳まで、乳がん、大腸がんは41歳から5歳刻みで61歳までです。
　対象者の方には、今年の5月にお送りしていますので、ご自身の健康のため、ご家族のため、この機会
にがん検診を受けましょう。

がん検診無料クーポン券を配布中

受診方法
《子宮がん・乳がんの検診を希望される方》
　町指定医療機関へ直接お申し込み頂き、クーポン券をご持参し、受診してください。
　（子宮がん検診受診時は、受診券もご持参ください。）

《大腸がんの検診を希望される方》
　健康推進課（☎63・3801）までお申し込みください。
　�お申し込み後、検査容器と問診票をお送りしますので、採便後、健康推進課へ
ご提出ください。

★提出いただく物
　●検査容器　●問診票　●無料クーポン券
★回収場所　健康推進課
★回収日　　月〜金曜日（祝日は除く）　８時30分～ 17時00分
★有効期限　令和２年３月末

☆子宮がん検診対象者

目指せがん検診受診率50%！

☆乳がん、大腸がん検診対象者
年　齢 生　年　月　日
21歳 平成10年4月2日～平成11年4月1日

26歳 平成5年4月2日～平成6年4月1日

31歳 昭和63年4月2日～平成元年4月1日

36歳 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日

41歳 昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

年　齢 生　年　月　日
41歳 昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

46歳 昭和48年4月2日～昭和49年4月1日

51歳 昭和43年4月2日～昭和44年4月1日

56歳 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日

61歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

集団健診受診者募集中!!
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おじいちゃん、おばあちゃん喜んでくれるかな？
今度遊びに行くね !!

小さいときから英語耳が養うように♪♪
絵本、手遊び、色遊び、バラバルーンで遊び
ました♪

英語で遊ぼう ９月19日（木）

敬老の日プレゼント制作

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前  9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

♪♪11月の行事予定♪♪
12日（火）子育て広場	 9：30〜11:00

19日（火）親子クッキング	 10:00〜

　　　　 定員10名(2歳児以上)

　　　　 申し込み〆切り８日（金）

21日（木）ベビーマッサージ	 14；00

　　　　 定員10名(1歳前まで)

　　　　 バスタオル、お茶、

　　　　 ハンドクリーム(母用）

　　　　 申し込み〆切り14日

26日（火）おはなしの会	 10:30〜

25日（月）〜12月12日（木）

　　　　 クリスマスbox製作

※第3金曜日　午後から休館

（行事予定は、変更する場合があります）

クエっこランド♪だより
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きしゅう君

御坊警察署
　 23-0110
高家駐在所
　　永石 博紀
　 63-2110
比井駐在所
　　芳養 真吾
　 64-2110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

　
毎
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11
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１
日
〜
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ま
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間
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と
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ま
す
。

　
児
童
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待
は
、

家
庭
内
で
起
こ
る

こ
と
が
多
く
、
特

に
子
ど
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は
加
害
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と
な
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す
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こ
の
た
め
児
童
虐
待
は
潜
在
化
し
や
す

く
、
早
期
発
見
が
難
し
い
犯
罪
で
す
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ま
た
、
反
復
・
継
続
す
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が
多
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た
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待
を
受
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て
い
る
子
ど
も
に
重

大
な
被
害
が
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じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
地
域
の
宝
で
す
。

　
虐
待
の
「
世
代
連
鎖
」
を
食
い
止
め
、

何
よ
り
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

児
童
虐
待
早
期
発
見
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
警
察
で
は
、11
月
中
を
「
全
国
指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
強
化
月
間
」

と
し
て
、
全
国
警
察
が
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
指
名
手
配

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
捜
査
活
動
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け

た
な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な
情
報
で
も
結
構
で
す

の
で
、
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

児童虐待防止対策の推進

○
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。

○
宅
配
便
か
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
お
金
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ

○
Ｘ
Ｘ
警
察
署
の
△
△
で
す
け
ど
、
あ
な
た

の
銀
行
口
座
が
不
正
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
有
料
サ
イ
ト
料
が
未
納
で
す
。

○
融
資
を
受
け
る
前
に
保
証
金
を
払
って
。

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
高

値
で
買
い
取
り
ま
す
か
ら
、
私
の
か
わ

り
に
社
債
を
買
って
く
だ
さ
い
。

○
投
資
の
損
害
を
取
り
返
せ
ま
す
。

○
医
療
費
、
保
険
料
の
還
付
金
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
払
い
ま
す
。

あ
や
し
い
電
話
が
か
か
って
き
た
際
は
、

　
警
察
相
談
窓
口

    

☎
＃
９
１
１
０

　
ま
た
は
、

　
御
坊
警
察
署

    

☎
２
３
・
０
１
１
０

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に

　
　
　注
意
！

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

　

 

こ
ん
な
電
話
や
メ
ー
ル
、

　
　
　
　

     

ハ
ガ
キ
は
詐
欺
で
す
！

緊急の場合は
110番

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を
！

　和歌山県は、信号機のない横断歩道に
おける車の一時停止率が全国ワースト３位
です。
　信号機のない横断歩道は歩行者優先
で、横断歩行者妨害をすれば道路交通法
違反になります。
　町内の学校周辺でも、歩行者（児童な
ど）がいるにもかかわらず、車が横断歩道
の手前で一時停止せず通過し、歩行者が
安心して歩道を渡ることが出来ない様子
がしばしば見受けられます。
　大事故につな
がる前に、今一
度交通ルールの
確認をよろしくお
願いします。

横断歩道は歩行者優先
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10月・11月はマイナンバーカード取得促進取組月間です！
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募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 場　所 入隊時期

自衛官候補生 男女

18歳以上
33歳未満の者
※32歳の方は条件があ
ります。
下記に連絡下さい。

試験日の
前日まで 11月16日（土） 和歌山地本庁舎

令和２年
３月下旬～
４月上旬

陸上自衛隊
高等工科学校

推薦

男子で中卒（見込含
む）17歳未満の成
績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦
できる者

11月1日～
11月29日まで

2020年1月5日（日）
又は1月6日（月）
の指定する1日

陸上自衛隊
高等工科学校

一般 男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

11月1日～
2020年1月6
日まで

1次:2020年1月18日（土） 田辺市内

2次:2020年2月1日（土） 信太山駐屯地

令和元年度自衛官等募集案内

◆お問い合わせ：自衛隊御坊地域事務所（☎0738・23・0020）
　　　　　　　　御坊市湯川町小松原410-1
　　　　　　　　丸仁第1ビル1階　御坊駅前
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

や
れ
や
れ
と
懐
か
し
さ
と
が
交
差
す
る
思
い
出
辿
る
夏
の
終
り
に

亀
井
て
る
代

骨
の
な
い
一
際
高
い
墓
が
あ
る
待
っ
て
い
る
の
か
迎
え
に
来
る
の
を

中
西　
　

優

キ
ー
ン
と
き
た
子
が
う
ら
め
し
げ
に
吾
を
見
る
い
ち
ご
ミ
ル
ク
は
マ
マ
の
も
の
な
り

米
倉
眞
佐
美

朝
露
を
背
な
に
ま
と
い
し
ト
ン
ボ
達
稲
穂
の
上
で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

坂
本　

清
子

災
害
に
鍛
え
ら
れ
て
の
百
姓
か
稔
り
真
近
の
稲
は
伏
し
た
り

鍵
本　

和
代

涼す
ず

風
に
星
影
残
る
葉
月
の
朝
露
の
し
め
り
で
畑
も
や
わ
ら
ぐ

那
須　

久
枝

黄
泉
路
よ
り
帰
り
来
た
か
よ
初う
ら
ぼ
ん
え

盆
会
婿
の
遺
影
に
心
入
る
か
な

奥
田　

房
子

自
家
製
の
黒
ニ
ン
ニ
ク
と
甘
酒
を
摂
り
込
む
身
と
な
る
油
注
す
ご
と

小
山　

和
代

汗
し
と
ど
掻
き
て
草
引
く
芋
蔓
の
下
に
初
生
り
農
の
醍
醐
味

仲
田
美
智
子

白
南
風
に
あ
ら
い
ざ
ら
し
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
二
人
は
並
び
木
陰
を
歩
く

玉
井
か
を
る

一
瞬
に
黒
い
炎
が
持
ち
去
り
し
未
来
に
羽
ば
た
く
日
本
の
宝
を

庵
戸
眞
知
子

五
輪
チ
ケ
ッ
ト
当
た
り
ま
し
た
と
娘
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
男
子
卓
球
準
決
勝
戦

曽
根　

邦
子

お
の
れ
生
え
南
瓜
数
多
成
り
く
れ
し
猛
暑
の
中
に
思
わ
ぬ
褒
美

中　

て
る
み

百
重
な
す
那
智
の
山
や
ま
蒼
ふ
か
し
染
み
つ
丶
歩
む
大
滝
へ
の
道

和
田　

路
子

む
ず
か
る
子
乳
か
襁む
つ
き褓

か
ば
ば
な
れ
ば
抱
く
こ
と
も
せ
ず
つ
か
の
間
見
入
る

山
野　
　

苺

来
る
年
を
約
束
し
得
ぬ
齢
な
り　

盆
会
帰
省
の
子
ら
を
見
送
る

深
海
三
千
代

実
践
コ
ー
ス

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
」

受
講
者
募
集
！

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〜
急
が
ば
学
べ
〜

募
集
期
間

　

11
月
21
日（
木
）ま
で

訓
練
期
間

　

令
和
元
年
12
月
19
日（
木
）〜

令
和
２
年
３
月
18
日（
水
）

定
員

　

15
名

※�

申
込
者
が
定
員
の
半
数
に
満
た

な
い
場
合
、訓
練
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

・
テ
キ
ス
ト
代
７
，３
７
０
円

�

（
税
込
）

　

・
職
場
見
学
先
へ
の
交
通
費

お
申
込
み

　

�

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

職
業
訓
練
法
人

中
紀
技
能
訓
練
協
会

　

日
高
町
大
字
荊
木
３
１
０

�

☎
６
３
・
１
５
０
０（
担
当 

東
、伊
藤
）

HDK3-108
長方形



暮らしのカレンダー
2019年11月
November

※気象警報等が発表された時は、中止または延期になる場合があります。

暮らしのカレンダー
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広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

1日
金
2日
土
3日
日

・文化の日

4日
月

・振替休日

5日
火
6日
水

・複雑ごみ

7日
木
8日
金

・運動教室（中央公民館）
時間：10時〜11時30分

9日
土
10日
日

・粗大ごみ
（田杭・阿尾・産湯・小坂）

11日
月
12日
火

・子育て広場
（ふれあいセンター）
時間：9時30分〜11時

13日
水

・資源ごみ

14日
木
15日
金
16日
土
17日
日

・粗大ごみ
（比井・津久野・小浦・方杭・小杭・柏）

18日
月

・�人権相談・行政相談・心配ごと相
談合同相談所（ふれあいセンター）
時間：13時〜16時

19日
火

・おはなしの会
（中央公民館）
時間：10時〜

20日
水

・小型プラスチックごみ

・4か月児・10か月児健診
対象：R元年6月16日〜7月31日生
　　 H30年12月16日〜H31年1月31日生
（ふれあいセンター）

21日
木
22日
金
23日
土

・勤労感謝の日

24日
日
25日
月
26日
火
27日
水

・資源ごみ

28日
木

・2歳児健診
対象：�H29年3月1日〜4月30日生
（ふれあいセンター）

29日
金
30日
土

HDK3-108
長方形
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町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。

切り絵の会

TOWN information

町の人口と世帯

令和元年9月30日現在
人　口 7,942人  [-2]
　男 3,825人  [-7]
　女 4,117人  [+5]
世帯数 3,170戸  [+3]

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

細やかな表現を
紙とカッターで

　切り絵の会は、毎月第２、第４火曜日の
午後１時から３時に、20名の会員の方々
が賑やかに活動しています。
　切り絵は、カッターを使って紙を切り、
絵を仕上げていきます。代表の玉石守さ
んは、「手だけでなく頭も使い、切ったら
紙がどういう形になるか想像しながら作
業します。その分、集中力が必要ですが、
脳のトレーニングにもなり、健康維持にも
良いです。興味のある方は、ぜひ一度参
加してください」と話してくれました。
詳しくは、中央公民館（☎６３・３８１１）
まで。

集中して紙を切っていきます。
完成した作品は、公民館ロビーや温泉館「海の里」
みちしおの湯などで展示されています。
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